
 

「好き」が増える 
                          校長  藤本 光子 

 

地域の方は、いつも本校の教育活動にご理解を示してくださり、助け、応援してくださっています。学校に

足を運んでいただき、行事や授業を参観していただく中で、以前、こんなご意見をいただいたことがあります。 

「校長先生が教室に入りすぎると、子どもとの距離が先生（担任）より近くなってしまい、よくないのではな

いか。」 

なるほど、私が普段教室に入って子どもたちの様子を見ることについて、そんな風に思われる方もいらっしゃ

るのだな、と思いました。ですが、そんな心配はご無用であると私は思っています。なぜなら、子どもたちにと

って担任と校長は全く別物であり、そもそも比べられるものではないからです。 

例えば、もしお子さんが先生（担任）のことを好きで信頼しているならば、保護者のみなさんはうれしい気

持ちになりませんか。家族に対する「好き」とはまた違う「好き」が生まれたことを喜んでいただけると思いま

す。ベースとなる家庭での安心感、信頼感があってこそ、子どもは「先生」という家族とは別の大人の存在を

受け入れられるようになるのです。 

担任と校長の関係も、それと似ていると思っています。学校の中で一番子どもに近いのは、やはり担任で

あり、その担任が、校長と自分のクラスの子どもがつながることを喜んでくれることがよくあります。そういう

担任は、校長だけでなく、他の先生や職員と子どもとのつながりも大切にしています。いろいろな「好き」を

増やせるような土台を作ってくれていることに、感謝です。 

ただ、地域の方のご意見について、思い当たることもあります。子どもは、近い存在であればあるほど、甘

える気持ちが生まれます。子どもの成長に伴って「家では言うことを聞かなくなって…」というお悩みをよく

耳にしますが、それはご家族にしっかりと甘えている証拠です。同じように、学校で一番近い存在の担任にも

甘える可能性もあります。一見すると、担任にはわがままを言い、他の先生の言うことを聞き、他の先生の方

が良い関係に見えてしまうこともあるのかもしれません。担任は、子どもの「甘える」を「頼る」に変えていく、

つまり頼られる存在となるような関係性を築いていく必要があります。 

 

 さて、ここで、教師のおもしろい傾向について紹介したいと思います。それは、「経験が豊かな教師ほど、

『校長先生』を有効活用する」ということです。経験の豊かな教師はみんな、授業中に私が教室を訪れると、

「おはようございます」などと積極的にあいさつをします。すると子どもたちも真似をしてあいさつをします。こ

れは、温かい雰囲気を生む一方で、「校長先生」をお客様として扱い、担任とは違う存在を感じさせることに

もなります。もちろん、状況によっては、あいさつしないこともあり、私も気ままに教室巡りをしているので全く

気にしていないのですが、ベテラン教師は、あいさつどころか話しかけてくることもあります。「ちょうどいい、

校長先生にも発表を聞いてもらおう。」「校長先生がみんなの〇〇する姿を見に来てくださったよ。」「校長

先生にも、みんなが悩んでいることを質問してみようか。」など、よくまあ、突然の訪問に対してアドリブで思

いつくものだと笑いそうになってしまいます。私も担任時代そうだったのですが、校長先生をお客様のように

大切にすればするほど、その重みが増し、子どもをこんな風に褒めてほしい、など必要な指導に効果的に生

かせることを知っているのです。先日、比較的経験の浅い教師の教室を訪れると、驚いたことに「みんな、次

は校長先生と一緒にやってみようか。」と言ったのです。「この先生もついに『校長先生』の有効活用に気づ

いたのか…？」と心の中で思ったのでした。子どもだけでなく、我々も成長していきたいと思います。 
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